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主論文 

Reduced Prefrontal Hemodynamic Response in Adult Attention-Deficit Hyperactivity 

Disorder as Measured by Near-Infrared Spectroscopy. 

 

近赤外線スペクトロスコピィを用いた成人期注意欠如・多動症の前頭前野におけ

る血液動態反応の低下 

 

Shotaro Ueda, Toyosaku Ota, Junzo Iida, Kazuhiko Yamamuro,Hiroki 

Yoshino, Naoko Kishimoto, Toshifumi Kishimoto. 

Psychiatry and Clinical Neurosciences 2018 Jun;72(6):380-390.  



論文審査の要旨 

 

注意欠如・多動症（Attention-Deficit/Hyperactivity Disorder；ADHD）は、不注

意や多動・衝動性を中核症状とする神経発達症である。成人期 ADHD を診断す

る際、成育歴や小児期の客観的症状の把握が困難な場合には、横断的な臨床評

価のみでは正確な診断が困難なことが多く、診断に有用なバイオマーカーが求

められている。そこで、本研究では、近赤外線スペクトロスコピィ（near-infrared 

spectroscopy；NIRS）を用いた機能画像検査を行い、未治療の成人期 ADHD群と

健常対照群間で前頭前野での血液動態反応を比較した。その結果、ADHD 群は

健常対照群と比べて、前頭皮質領域全 24チャネルのうち複数のチャネルにおい

て酸素化ヘモグロビン変化が有意に低かった。さらに、このヘモグロビン変化

が臨床症状の重症度と相関関係があることも明らかになった。以上の結果によ

り、成人期 ADHD においては前頭葉機能が低下しており、その低下が症状の重

症度とも相関していることが示された。今回用いた NIRS は、簡便性や非拘束性

などを特長とするため、臨床の現場で容易に使用可能で、ADHD 特性を有する

患者に適した機能画像検査法である。今回の知見により、NIRS は成人期 ADHD

の診断やその重症度の評価に有用であることが示唆された。 

 

本研究は、ADHD の病態解明のみならず、予後予測や他疾患への応用への可

能性も期待できる有意義な研究であると評価され、博士（医学）の学位に値す

るものと考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに精神医学の進歩に寄

与するところが大きいと認める。 
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